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2024年度 外国人留学生入試 日本語  

受 験 番 号 氏   名 志 望 学 科 

    -      学科 

 

◎ 問題Ⅰ, Ⅱ の答えはすべて別紙の解答欄に書くこと 

 

問題Ⅰ 次の文を読んで、後の問いに答えなさい。（55点) 

 

ことばは世界への窓である。私たちは日々の生活の中で、特に意識することなく、ことばを通して世界を

見たり、ものごとを考えたりしている。あらためて、ことばが私たちの日常にどのような（ア）ヤクワリを

果たしているのか、ことばがない世界とはどのようなものなのか、などと考えることはめったにある①（a.

ものだ b.まい）。だが、ことばは私たちの世界の見方、認識の仕方と、一体どのようなかかわりを持って

いるのだろうか。 

 例えば、私たちは、「水」がどのようなものか知っている。では、「水」ということばを（１）（知ります 

→    ）ようになる以前の小さな子どもは、「水」を大人のようには理解していないのだろうか。「緑」

という色は、どうだろう。「緑」ということばを知らない子どもは、「緑」という色を大人と同じようには理

解していないのだろうか。「左」ということばをまだ知らない子どもは、モノ同士の位置関係を大人と同じ

ようには理解していないのだろうか。 

 同じ問いを次のように言い換えることもできる。「左」ということばを持たない言語 ― 実際にあるのだ

が ― を話す人たちは、私たちが「ほら、鍵はテレビの左側にあるよ」と言いたい状況で、どのようにその

情報を（イ）伝えるのだろうか。  Ａ  、そもそもそのような言語を母語とする人たちは、モノ同士の位

置関係についての理解の仕方や、自分の行く場所を探したり、空間の中でモノを探したりする仕方が、私た

ちと違うのだろうか。「緑」に②（a.相当 b.連想）する語を持たない言語の話し手は、私たちが「緑」と 

（２）（呼びます→    ）色に対して私たちと違う認識をするのだろうか。実際、日本語は私たちの日

常の中にあまりにも深く（３）（入り込みます→     ）いるので、「緑」や「左」ということばを持た

ない言語があることを想像するのは、そんなに容易ではない。  Ｂ  、現実に、世界には「緑」や「左」

に対応することばを持たない言語がたくさん存在するのである。 

 三省堂の『言語学大辞典』では、世界には八〇〇〇以上の言語があるとしている。（ただし、どのような

基準で言語のバリエーションを同一言語の方言としたり、別の言語とみなしたりするかによって、この数字

は大きく異なるはずである。）これまでの調査によれば、言語によることばの使い方、より正確には「こと

ばによる世界の切り分け方」は、にわかに想像できないほど多様であるという。どのくらい多様なのか、と

いう話は後にもっと詳しくするとして、その前に「ことばが世界を切り分ける」ということについて、もう

少し（４）（説明します→     ）う。 

ことばというのは、（あ）世界をカテゴリーに分ける。例外は固有名詞で、固有名詞はカテゴリーではな

く、個人、個体の名前である。(中略) 

「ネコ」「ウサギ」「リンゴ」などのことばは「同じ種類のモノの集まり」であるカテゴリーを指す。個体

の名前でなく、カテゴリーの名前を持つことの利点はなにか。それは個体のレベルでの無数の特徴 ― 例え
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ば、この個体はしっぽがちょっと短い、毛にぶちがある、太っている、耳が片方たれている、などの特徴 ― 

で区別するのではなく、無限に存在する個体を意味があるまとまりとしてまとめ、「同じモノ」に共通の特

徴のみを問題にして、世界を整理していけることである。 

  Ｃ  、「カテゴリー」というと、一般的には「モノのカテゴリー」のことだけを考えがちである。

しかし、（い）ことばが指し示すカテゴリーはモノに限らない。例えば、人が行う動作は無限にある。その

中で、私たちは「走る」、「歩く」、「跳ぶ」、「運ぶ」、「（ウ）カツぐ」、「置く」、「入れる」など、さまざまな

動作をある意味の基準に従ってくくり、カテゴリーをつくって、それに動詞という③（a.レベル b.ラベル）

をつけているのだ。つまり、様々な状況で行われる、無限に存在する動作を、動詞によってカテゴリー化し、

整理している④（a.はず b.わけ）である。 

 次に、モノとモノとの空間の位置関係を、ことばがどのように表現するか、あらためて考えてみよう。こ

こでもまた、無限に存在するモノ同士の空間上の位置関係を、ことばがカテゴリーにまとめ、整理している

ということがわかる。 

 モノＡがモノＢの「前にある」「後ろにある」「横にある」「左（右）にある」「上にある」「下にある」「中

にある」などの表現を考えてみよう。ここにおいて、モノＡ、モノＢは何でもよい。人でも、動物でも、家

具でも、道具でもかまわない。二つのモノが置かれている場所も、どこでもよい。前記の表現では、二つの

モノの間の距離も関係ない。つまり、言語は三次元空間上に無限に存在する二つのモノの位置関係を、非常

に限られた数の「位置関係のカテゴリー」に区分けし、整理しているのである。 

ここで（エ）素朴な疑問がわいてくる。私たちが「見ている」世界は、ことばが切り分ける世界そのもの

なのだろうか。それとも、ことばが切り分ける世界は、私たちが「見ている」世界とは別のものなのだろう

か。これは考えてみると、なかなか深い問題である。 

 世界には非常に多数の言語があり、（う）世界をどのように切り分けていくかは、言語によって大きく異

なる。もし私たちがことばを通して世界を「見ている」とすれば ― つまり、私たちが見ている世界が、こ

とばが切り分けている世界そのものであるのなら ―、異なる言語を話す人たちは、世界の見方や思考のあ

り方がずいぶん（あるいはまったく）異なるはずだ。 

 

（今井むつみ 『ことばと思考』岩波新書 2010 年 一部改変） 

 

問１ （ア）～（エ）のカタカナを漢字に、漢字をカタカナに直しなさい。 

（ア） ヤクワリ    (イ) 伝   （ウ）カツ    （エ）素朴 

 

問２   A  、 B  、 C  に入る最も適切な言葉を次の a, b, c, d, e の中から 

選んで記号を書きなさい。 

a. または  ｂ. しかし  ｃ. さて  d. つぎに  e. そして 

 

問３ （１）～（４）の（    ）の中の言葉を適切な形に変えなさい。 

 

問４ ①～④に入る最も適切な言葉を、a, b から選んで記号を書きなさい。 

                                      

問５（あ）「世界をカテゴリーに分ける」とはどういうことか。本文の言葉を用いて 40字以内で述べなさい（句

読点記号を含む）。 
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問６（い）「ことばが指し示すカテゴリーはモノに限らない」とあるが、モノ以外に何があげられるか。本文

中から 20字で抜き出しなさい（句読点記号を含む）。 

 

問７（う）「世界をどのように切り分けていくかは、言語によって大きく異なる」とあるが、どのようなこと 

を示すか。本文中で示された具体的な例を用いて 50字以内で述べなさい（句読点記号を含む）。 

 

 

問題Ⅱ 次の文を読んで、後の問いに答えなさい。（45点) 

 

問１ 次の文の＿＿＿にはどのような言葉を入れたらよいか。a,b,c,d の中から最も適切なものを一つ選んで記

号を書きなさい。 

 

（１）人は意見が違う＿＿＿＿＿＿よく話し合うことが大切だ。 

a.からといって  b.からして    c.からこそ    d.からでは 

 

（２）向こうが間違っているのにあたかもこちらが間違っている＿＿＿＿＿＿非難された。 

a.が早いが    b.かのごとく   c.ならまだしも  d.にもかかわらず 

 

（３）あのモデルはデザイナー＿＿＿＿＿＿世界中で活躍している。 

a.にしても    b.といっても   c.においても   d.としても 

 

（４）どんなに反対＿＿＿＿＿＿、留学への思いは変わらない。 

a.されつつ    b.されようとも  c.されながら   d.されようにも 

 

（５）努力＿＿＿＿＿＿、コンクールで優勝できなかった。 

a.のかいもなく  b.のおかげで   c.を抜きにして  d.をきっかけに 

 

 

問２ 次の文の＿＿＿＿に適切な語句をおぎなって、文を完成させなさい。 

 

（１）嫌な思いをしてまで、＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿。 

 

（２）仕事が忙しいにしろ、＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿。 

 

（３）＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿がてら、＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿。 

 

（４）＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ためしがない。 
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問３ 次の言葉の使い方として最もよいものを、a,b,cの中から一つ選んで記号を書きなさい。 

 

（１） ことごとく 

a.料理はほとんどせず、ことごとく外食です。 

b.本日の検査はことごとく終了です。 

c.いろいろな案を出したが、ことごとく否定された。 

 

（２） どうせ 

a.がんばったが、どうせ失敗した。 

b.がんばってみても、どうせ無理だ。 

c.がんばるので、どうせ応援してください。 

 

（３） てこずる 

a.作者が1年間もてこずって作った作品だ。 

b.試験中、計算にてこずって時間が足りなくなった。 

c.終わったことにてこずって先に進めない。 

 

（４） 肩を落とす 

a.結果を知って肩を落とした。 

b.肩を落とす覚悟で勉強した。 

c.相手が強すぎて肩を落としてしまう。 

 

（５） モチベーション 

a.モチベーションを変えるために休みを取った。 

b.モチベーションを越えるために努力した 

c.モチベーションを上げるためにはどうしたらいいだろうか
 


